
　

●児童生徒数　【グラフ１】

●いじめ・不登校・いわゆる「学級崩壊」　【グラフ２】

●学力　【グラフ５】

・平成15年度の児童数は64,749人、生徒数は24,566人で、全
国的に児童生徒数が減少傾向にあるにもかかわらず、今後
10年間は、本市の児童生徒数はやや増加する見通しです。
・本市の各小・中学校では、小規模化と過大規模化が同時に
進んだことにより、教育環境の不均衡が課題となってきました。
今後も、児童生徒数の見通しなどをもとに、子どもたちの教育
環境を維持、向上していくことが必要です。 

●学校生活の満足度、授業の理解度　【グラフ３、４】

・「この５～６年間を考えて子どもの学力が低下、又はやや低下
した」と回答した教員は、小学校で約５割、中学校で６割以上と
なっています。
・子どもに不足していると思うものとしては、「健康や体力」「読
み書き計算」「考える力」が上位となっており、子どもたちの基
本的な学力の向上が急務の課題となっています。

・総合教育センターの調査によると、学校生活を「とても楽しい」
と回答した割合は、小３で56％、小５で44％、中２で25％、高２
で27％となっており、類似の全国調査と比べると、本市の方が
高くなっています。
・「授業の理解度」は、小学校から中学校で大きく低下していま
すが、平成５年度の調査時よりも理解度が高まっています。

●教職員

・教職員全体の指導力の一層の向上が求められており、一部
の指導力不足教員への対応が課題となっています。
・小・中学校の教職員については、平成15年４月から新たな人
事評価システムに取り組んでいます。この制度の主なポイント
は、自己目標を設定すること、５段階評価の導入、複数評価の
充実、評価結果の本人への開示などとなっています。 

●学校運営、地域と学校、学校評価

・予算や人事異動に関する校長の権限を強化するなどして、
各校が創意工夫により、地域と連携しながら、特色ある学校
づくりを進めることが求められています。
・学校評価については、各学校で取り組んできましたが、学校
評価システムの検討を進めています。

【グラフ1】（１）幼児教育・学校教育

（川崎市教育委員会調べ）

（出典）平成14年度「研究紀要第16号」
（川崎市総合教育センター）

（川崎市教育委員会調べ）

【グラフ2】

【グラフ3】

【グラフ5】

【グラフ4】

子どもに足りないと思うもの

0 10 20 30 40 50 60

読み書き計算

意欲

考える力

コミュニケーション能力

知識の定着

表現する力

創造力

総合する力

豊かな心

健康や体力

その他

%

小学校

中学校

（出典）平成14年度「研究紀要第16号」
（川崎市総合教育センター）

授業の理解度

5.1

8.9

37.7

37.7

43.1

62.0

52.9

55.2

38.2

23.1

8.2

5.8

13.6

6.0

1.2

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高2

中2

小5

小3

よく分かる だいたいわかる わからないことが多い ほとんどがわからない

（出典）平成14年度「研究紀要第16号」
（川崎市総合教育センター）

授業の理解度

5.1

8.9

37.7

37.7

43.1

62.0

52.9

55.2

38.2

23.1

8.2

5.8

13.6

6.0

1.2

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高2

中2

小5

小3

よく分かる だいたいわかる わからないことが多い ほとんどがわからない

（出典）平成14年度「研究紀要第16号」
（川崎市総合教育センター）

学校の満足度

26.6

24.5

43.9

55.6

53.6

55.0

44.8

35.7

13.7

15.1

7.6

6.4

6.1

5.4

3.7

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高2

中2

小5

小3

とても楽しい まあまあ楽しい あまり楽しくない ぜんぜん楽しくない

（出典）平成14年度「研究紀要第16号」
（川崎市総合教育センター）

学校の満足度

26.6

24.5

43.9

55.6

53.6

55.0

44.8

35.7

13.7

15.1

7.6

6.4

6.1

5.4

3.7

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高2

中2

小5

小3

とても楽しい まあまあ楽しい あまり楽しくない ぜんぜん楽しくない

現況と課題

・いじめの発生件数は、小学校では大幅に減少しており、平成
14年度には34件、中学校ではほぼ横ばいで246件となっていま
す。減少傾向にはあるものの、潜在化していることも考えられ
ますので、引き続き改善に向けた取組が求められます。
・不登校は、平成14年度に小学校295人、中学校1,167人で、い
ずれも増加の傾向が続いています。
・いわゆる「学級崩壊」は、平成14年度は小学校で10学級が
該当します。

児童数（小学校）・生徒数（中学校）の推移
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